





















　　2.1.　TPSulp. 46, 53, 79
　　　　 2.1.1.　TPSulp. 46（TP 44＋46＋ined.＝TPN 87）／ 3枚板
　　　　 2.1.2.　TPSulp. 53（TP 8＋ined., cfr.92＝TPN 45）／ 3枚板
　　　　 2.1.3.　TPSulp. 79（TP 69＝TPN 69）／ 3枚板
　　　　 2.1.4.　事案の概要
　　　　 2.1.5.　コメント
　　2.2.　TPSulp. 45, 51, 52, 67, 68
　　　　 2.2.1.　TPSulp. 45（TP 7＝TPN 86）／ 3枚板
　　　　 2.2.2.　TPSulp. 51（TP 15＝TPN 43）／ 3枚板
　　　　 2.2.3.　TPSulp. 52（TP 16＝TPN 44）／ 3枚板
　　　　 2.2.4.　TPSulp. 67（TP 17＝TPN 58）／ 2枚板
























　本節では、1970年代末以降のスルピキウス家文書研究をリードしてきた Giuseppe Camodecaと Joseph 
Georg Wolfの校訂本における解説を基に、スルピキウス家文書を多角的に概観する。
1.1.　文書の発見と編纂 5





62年 2 月 5 日の地震によって引き起こされた損害と関連する補修が行われていたが、79年 8 月24日の大惨












3　Wataru Miyasaka, Corpus ex distantibus in Roman Law. A basis for Floating Lien in Japanese Law, in: Ulrike Babusiaux, Mariko 
Igimi (eds.) Messages from Antiquity. Roman Law and Current Legal Debates, Böhlau Verlag, Köln, 2018, 75-105.
4　Giuseppe Camodeca, Tabulae Pompeianae Sulpiciorum: TPSulp.: edizione critica dell’archivio puteolano dei Sulpicii, Roma: Quasar, 
1999 (Paperback); J. G. Wolf, Neue Rechtsurkunden aus Pompeji. Tabulae Pompeianae Novae. Lateinisch und Deutsch, 2. Auflage, 
WBG, Darmstadt, 2012.
5　Camodeca (註4) 11-18; Josef Georg Wolf, Der neue pompeijanische Urkundenfund, Zu Camodecas, Edizione critica dell’archivio 
puteolano dei Sulpicii’ ZRG RA (2001) 118, 73-132, 76-77.雑誌の略号は基本的に l’Année Philologiqueのそれに従う。
6　蝋板文書については、註18を参照。
7　Wolf（註 4）22によれば、彼が同定した55の 3 枚板のうち、1頁目を撮影したのは 1つだけである。また、7つは 3枚
の板すべてが保存されているが、6頁すべてを撮影したものは 1つもなかった。22の 3 枚板は 3枚目だけが保存されてい
るが、そのうち両側が撮影されたのは 5つだけで、残りの17については 5頁目だけが撮影された。42の 2 枚板のうち、2
枚とも保存されているのは17であるが、4頁すべてを撮影したものは 5つだけであった。 2枚板か 3枚板かが不明な21の





Giordanoであり、1967年に最初の刊行に漕ぎ着けた  8。その後、著名な古典言語学者である F. Sbordoneが
彼に協力し、70年代にはこの両者の一連の研究が現れた  9。さらに、L. Boveが法的観点から、そして読み
方の訂正や新たな提案を含む、数多くの研究をもたらした。それらは1979年と1984年の 2冊の著作に結実















こととなった。それと同時に、TPSulp. 自体の再検討も始まった。特に J. G. Wolfは、自身も TPSulp. 刊行
以前から長らくスルピキウス家文書の研究を続けてきたこともあり、2001年にはいち早く書評論文を発表
した  14。さらに、2010年には自らの校訂版である Tabulae Pompeianae Novae（以下、TPN）を（2012年には
早くも第 2版を）刊行した  15。TPNも 3部構成であり、TPSulp. を踏襲している。もっとも第 2部は、
TPSulp. と比べて、記録の数は118と絞られているが、章の数は25と増えている 16。
8　C. Giordano, Su alcune tavolette cerate dell’agro di Murecine, RAAN (1966) 41, 107-121.
9　C. Giordano, Nuove tavolette cerate pompeiane, RAAN (1970) 45, 211-231; (1971) 46, 183-197; idem, Quarto contributo alle 
tavolette cerate pompeiane, RAAN (1972) 47, 311-318; F. Sbordone - C. Giordano, Dittico greco-latino dell’agro Murecine, RAAN 
(1968) 43, 195-202; F. Sbordone, Nuovo contributo alle tavolette cerate pompeiane, RAAN (1971) 46, 173-182; idem, Operazione di 
mutuo del 48 d.C., RAAN (1972) 47, 307-310; idem, Preambolo per l’edizione critica delle tavolette cerate di Pompei, RAAN (1976) 
51, 145-168; idem, Frustula Pompeiana, RAAN (1978) 53, 249-269.
10　L. Bove, Documenti processuali dalle Tabulae Pompeianae di Murecine, Napoli, 1979; idem, Documenti di operazioni finanziarie 
dall’archivio dei Sulpici, Napoli, 1984.
11　A. Landi, Ricerche sull’onomastica delle tabelle dell’agro Murecine, Atti Accad. Pontan. (1980) 29, 175-198.
12　Camodeca （註 4）．
13　各章の表題は次のとおりである。I - Vadimonia. - Testationes sistendi, II - Conventio de iudice addicendo, III - Interrogationes 
in iure, IV - Conventio finiendae controversiae, V - Iusiurandum in iure, VI - Formulae. Actio ex sponsione tertiae patris; actio certae 
creditae pecuniae, VII - Intertium, VIII - Iudicium arbitrale ex compromissio, IX - Testationes exhibitionis, X - Emptiones cum 
stipulatione duplae, XI - Locationes, XII - Mandata, XIII - Mutua cum stipulatione, XIV - Nomina arcaria, XV - Pecunia debita in 
stipulatum deducta, XVI - Apochae, XVII - Pecunia accepta ejk naulwtikh:ß, cum fideiussione, XVIII - Datio pignoris cum pactione 




16　Wolf（註 4）25. 各章の表題は次のとおりである。1. Vadimonia, 2. Testationes sistendi, 3. Iusiurandum, 4. Interrogatio in iure, 
5. Denuntiatio, 6. Conventio de iudice addicendo, 7. Datio iudicii, 8. Intertium sumere, 9. Conventio finiendae controversiae, 10. 
Arbitrium, 11. Mutua, 12. Fideiussiones nominibus arcariis adiectae, 13. Pecunia debita in stipulatum deducta, 14. Apochae, 15. 
naulwtikhv, 16. Pigneratio, 17. Tabulae ad auctiones pertinentes, 18. Emptiones, 19. Locationes horrei, 20. Obligationem recipere per 
mandatum, 21. Epistula de mercibus mittendis, 22. Exhibitio rerum depositarum, 23. Testium nomina, 24. Rationum fragmenta de 




　Camodecaは、スルピキウス家文書を再構成するにあたり、その蝋板文書 18が 2 枚板であったのか、3枚












半母音 Vを表す「逆のディガンマ digamma inversum」 23が用いられている（例えば TPSulp. 48）。
　Camodecaはスルピキウス家文書に含まれる記録を testationesと chirographumとに区別し  24、それらの証
人署名欄につき、証人の人数、その属性、chirographumの筆者による署名にかんする詳細な情報を提供し












た文字の痕跡、およびインクの痕跡から、内容の復元が試みられている。Camodeca（註 4）31-32, Wolf（註 4）19-20、
森光「生まれながらの自由人か、それとも解放された奴隷か？」白門61巻10号（通巻727号）中央大学通信教育部、2009年、
54-69頁、特に57-58頁も参照。















ある。前者は、裁判文書（vadimonia, interrogationes in iure, compromissa, intertium, iusiurandum）が多いが、emptiones cum 
stipulatione duplaeや nomina arcaria、あるいは競売に関する文書も含まれる。後者は、消費貸借に関する文書（mutua cum 
stipulatione、人的あるいは物的担保、問答契約による債務引受、金銭受領、promissiones）が多いが、locationes、mandata、
種々の conventiones（finiendae controversiae, de iudice addicendo）も含まれる。




　testationesでは、証人の数は 7人から11人だが、例外的に 6人の場合（TPSulp. 91）もある。証人は成熟
した自由人男性であるが、TPSulp. 60では外国人が含まれている。chirographumでは、証人は 5から 6人
である。chirographumの作成者は 2回（TPSulp. 53は例外）、たいていは最初と最後に署名する（TPSulp. 
45, 46は例外）。 5つの chirographumは奴隷の手によって書かれている（TPSulp. 45, 46, 58, 110, 112）が、
慣例通り 2回署名する場合もある（TPSulp. 45, 58, 112）。chirographumの作成者でない奴隷が証人として




いて（TPSulp. 46, 78, 98）、1つは当事者の奴隷が書記であり（TPSulp. 45）、残りの 2つは当事者が女性で




枚の書板から成る127の記録のうち、34は 2 枚板であり、60は 3 枚板であることが分かっているが、2枚
あるいは 3枚の書板が完全に保存されているのは25（ 2 枚板16、3 枚板 9）だけであり、55の記録は 1枚
目を、61の記録は 2枚目を、少なくとも25の記録は 3枚目を欠いている。失われた書板の合計は141枚で
あるから、少なくとも314枚の書板が存在したはずである。 2枚板か 3枚板か確定していない約30の記録




































ガーイウス・スルピキウス・ファウストゥス・マーイオルが 4人目である可能性を排除しているが  33、
Wolfによれば、その理由づけは十分ではない。すなわち、マーイオルは35年 1 月あるいは 2月までの、
古い時期の記録に登場する。逆に、34年 3 月以降は何の区別もないファウストゥスが記録に現れる。した
がって、マーイオルが、その綽名によって、同名のファウストゥス（・ミノル）と区別を付けようとした
可能性がある、と  34。ファウストゥスは52年 5 月までの17年間登場する。最も頻繁に登場するキンナムス














31　Camodeca（註 4）22-31; Wolf（註 5）80-82; Wolf（註 4）25-28; 島田誠「ローマ市民にとっての「国家」―プテオリ
における「国家」と諸集団」1988年度大会共通論題報告、報告（ 4）、西洋史研究（新輯）18号（1989年）142-152頁、
145頁。














36　Camodeca（註 4）22-24; Eph. Ep. VIII 451: C. Sulpicius Heraclida / sibi et / C. Sulpicio Hygino patron(o) / et Hygino et Fausto 

































39　Camodeca（註 4）25; 金融業者ユクンドゥスについては、J. Andreau, Les affaires de Monsieur Jucundus, Rome, 1974; idem, 









が14（自由人11、奴隷 3）、フォルトゥナ―トゥス／フォルトゥナータ fortunatus/aが 8（自由人 7、奴隷 1）、プリミゲニ
ウス／プリミゲニアとその変形が 8（自由人 6、奴隷 2）、ファウストゥス／ファウスタが 4（すべて自由人）、アンプリアー
トゥスが 3（自由人 2、奴隷 1）、クレスケンスとドナートゥスが 3（すべて自由人）である。
42　Camodeca（註 4）27によれば、コッリーナ区 Collinaが 1例（TPSulp. 50）、ファレルナ区 Falernaが 4例（TPSulp. 43, 
44, 45, 52）である。
43　Camodeca（註 4）30によれば、TPSulp. 45, 51, 52, 67, 68, 69, 94.
44　Kathrin Jaschke, Die Wirtschafts-und Sozialgeschichte des antiken Puteoli. PHAROS 26, Rahden, Marie Leidorf, 2010.















　前者の例としてWolfが挙げるのは、貸付としては、ファウストゥスが40年 3 月13日に（TPSulp. 53）、
キンナムスが45年10月 3 日に（TPSulp. 54）、それぞれ20000セステルティウス、45年の秋に彼らのうちど












47　Camodeca（註 4）25-26; Wolf（註 5）82-83; Wolf（註 4）30-32.
48　Camodeca（註 4）188は、紀元後 1世紀において競売は上述の金融業者ルーキウス・カエキリウス・ユクンドゥスのよ
うな argentariusあるいは coactor argentariusの典型的な活動領域であった、と述べる。
49　 1 セステルティウス（黄銅貨）は 4アス（青銅貨）に相当する。Robert Étienne, Pompeji, Das Leben in einer antiken Stadt, 
Stuttgart : Reclam, 1976, S.215-216は、ほぼ同時代のポンペイの碑文における物価を次のように算定している。
　 1モディウスの小麦   30アス＝7.5セステルティウス
　 1モディウスのハウチワ豆  3 アス＝0.75セステルティウス
　 1ポンド（0.33キログラム）のオイル 4 アス＝1セステルティウス
　 1桝の最高級（ファレルノ）ワイン 4 アス＝1セステルティウス
　 1ポンドのパン    1 アス＝0.25セステルティウス
　皿     1 アス＝0.25セステルティウス
　小グラス    2 アス＝0.5セステルティウス
　陶製ランプ    1 アス＝0.25セステルティウス
　トゥニカ（普段着）   15セステルティウス（＝60アス）
　驢馬     520セステルティウス（＝2080アス）













マールクス・アントーニウス・マクシムスに2000セステルティウス（TPSulp. 50）、42年 3 月20日（TPsulp. 
62）および43年 7 月20日（TPsulp. 61）にキンナムスがテオドルスの娘でメーロス（現ミロス島）出身の
エウプリアに1000および500セステルティウス、50年（か判読が困難）4月20日にキンナムスがプーブリ
ウス・ウルウィヌス・ゾシムスに2000セステルティウス（TPSulp. 57）、52年 3 月 7 日にキンナムスが奴隷
ニケロスに1000セステルティウス（TPSulp. 56）、年月日は不明だがファウストゥスがカエシア・プリスキ
ラの奴隷ピュラムスに4000セステルティウス（TPsulp. 58）、である。弁済受領としては、実際に受領した
かは定かでないが、38年 8 月29日および39年 9 月15日に、ファウストゥスが、債務者エウヌスから、カリ
グラ帝の奴隷である債権者ヘスクスに負っている債務1130セステルティウスないし1250セステルティウス











　本節では、内容上、一定のまとまりを有する記録群を具体例として取り扱う。 1つは TPSulp. 46, 53, 79









56　以下の補助記号については、Camodeca（註 4）47-48. また、半音 vを表記するため、クラウディウス帝の時代に導入
























2.1.　TPSulp. 46, 53, 79 57















　||  tabulaeの上部の marginesの中央にある溝、背に atramentumインクで書かれた indices見出しのテキストを 2つ
の部分に分けている
57　Jean Macqueron, Deux contrats d’entrepôts du 1er siècle ap. J.C., T. Pomp. 7 et 44, in: Études offertes à Pierre Kayser, Aix-
Marseille 1979, 200-212; Wolf (註5)113-116; Andrew Lintott, Freedman and slaves in the light of legal documents from first-century 
A.D. Campania, Classical quarterly, 52.2 555-565 (2002), 556-558; David Jones, The Bankers of Puteoli, Finance, Trade and Industry 
in the Roman World, Tempus, Stroud, 2006, 99-102; Gerd Krämer, Das besitzlose Pfandrecht. Entwicklungen in der römischen 
Republik und im frühen Prinzipat, Forschungen zum römischen Recht 50, Köln et al. 2007, 323-338; Peter Gröschler, Mittel der 
Kreditsicherung in den TABULAE CERATAE, in Verboven, Koenraad (Hrsg). Pistoi dia ten technen : Bankers, Loans and Archives in 
the Ancient World: Studies in Honour of Raymond Bogaert. Studia Hellenistica 44, Leuven: Peeters, 2008, 301-319, 315-316; 
Emmanuelle Chevreau, La pratique du gage dans les Tabulae Pompeianae Sulpiciorum, in: H. Altmeppen/I. Reichard/M. Schermaier 
(hrsg), Festschrift fur Rolf Knutel zum 70. Geburtstag, C.F. Muller, 2009, 183-196; Jaschke (註44)193-204; H. L. E. Verhagen, Das 
Verfallpfand im frühklassischen römischen Recht, Dingliche Sicherheit im Archiv der Sulpizier, TR 79 (2011) 1-46; Paul J. du 
Plessis, Letting and hiring in Roman legal thought : 27 BCE - 284 CE, Brill, 2012, 173-189, 187-189; Eva Jakab, Horrea, suretes et 
commerce maritime dans les archives des Sulpicii, in: J. Hallebeek/M. Schermaier/R. Fiori/E. Metzger/J. P. Coriat (eds.), Inter cives 
necnon peregrinos, Essays in honour of Boudewijn Sirks, V&R Unipress, 2014, 331-349, 332-335, 348; Fabian Klinck, Verpfändung 
und Speichermiete in der Tabulae Pompeianae Sulpiciorum, in: Facetten des römischen Pfandrechts, Studien zur Geschichte und 
Dogmatik des Privatrechts, ed. Jan Dirk Harke, Berlin 2015, 55-73.
58　[Chirographum Nardi P(ublii) Anni Seleuci Ser(vi)]||con[ductionis (?) h]orr[ei] XXVI [---]||P(ublio) Annio [Seleuco---]
59　C(aio) La[e]ca[nio Basso Q(uinto) Terentio Culle]one co(n)s(ulibus),||[III idus Martias].||Nardus P(ublii) [Anni Seleuci servus scrip]
si coram||[et ius]su [P(ublii) Anni Seleuci domini] mei, ||qu[od is negaret] s[e litt]eras [scire],||m[e locasse] C(aio) Sulpicio [Fausto] 
ho[r]reum||[XXVI, quod e]st in p[raedis Domit]iae||Lepid[ae Barbatianis] superi[oribus, in] q[uo]||[repositum est tritici Alexandrini] 
millia||[modium XIII, quae dom]i[nus m]eu[s] adme-||ti[etur] cum [servis suis, m]ercede
　pag. 3
　in mensibus singulis sestertis||centenis nummis. (S) (S?)||(vac.)||Ac[(tum)] Puteol[i]s.
60　|(S)| P(ublii) Anni Seleuci
　　|(S)| Cn(aei) Polli Cn(eai) f(ilii) Rufi
　　|(S)| C(aii) Iuli Felicis
　　|(S)| Nardi P(ublii) Anni Seleu=||ci ser(vi)

















2.1.2.　TPSulp. 53 (TP 8 + ined., cfr. 92 = TPN 45) ／ 3 枚板
1 枚目、2頁目と 2枚目、3頁目（尖筆、内側の書板） 63
【試訳】
　ガーイウス・ラエカニウス・バッススとクウィントゥス・テレンティウス・クッレオがコンスルの年、








2枚目、4頁目（ 6人の署名者たち、印章のための中央の sulcusの右側に、その痕跡も写真で見て取れる） 64
【試訳】
61　C(aio) Laecanio Basso Q(uinto) Ter[en]tio Culleone co(n)s(ulibus),||III i[du]s Martias.||Nardus P(ublii) Anni Seleuci servus sc[ri]psi 
coram et iussu||Sel[eu]ci domini mei, [q]uod is negaret se litteras||scire, m[e] locasse C(aio) Sulpicio Fausto horreum||vicensimum et 
sextum, quod est in praedis Domi=||tiae L[e]pidae B[a]rbatianis superioribus, in quo reposi=||tum est tritici Alexandrini millia mod[iu]
m||decem et tria, [quae] admetietur dominus meus||cum s[er]vis [sui]s, m[er]c[ed]e in mensibus singulis|| sestertis centenis nummis. 
||Actum Puteolis.






63　C(aio) Laecanio Basso Q(uinto) Terentio Cullione co(n)s(ulibus),||III idus Martias.||L(ucius) Marius Didae l(ibertus) Iucundus 
scripsi||me accepisse et debere C(aio) Sulpicio||Fausto sestertii viginti millia||nummum, quae ab eo mutua||et numerata accepi; eaque 
se=||stertia viginti millia nummum, q(uae) s(upra) s(cripta) sunt, proba recte dari||stipulatus est C(aius) Sulpicius Faustus||spepondi 
ego L(ucius) Marius Iucundus.
　pag. 3
　Ac(tum) Putiol(is). (S)


































65　C(aio) L[a]ecanio Basso Q(uinto) Terentio Culleone co(n)s(ulibus),||III idus Martias.||L(ucius) Marius [Di]dae l(ibertus) Iuc[und]us 
scr[ip]s[i me a]ccepisse||et debere C(aio) Sulpi[ci]o Fa[usto sestertia v]iginti||millia num[mu]m, quae [ab e]o [mutua] et||numerata 
acce[pi]; eaque [HS] ((I)) ((I)), q(uae) s(upra) s(cripta) s(unt), p(roba) r(ecte) [d(ari)] stipulatus [est C(aius) Sul]picius||Faustus spo[po]
ndi ego L(ucius) Ma[rius Di]dae l(ibertus)||Iucundus.
[Actum Puteolis].
66　C(aio) Laecanio Basso Q(uinto) Terentio Cull[eone] co(n)s(ulibus),||idibus Mar[tii]s.||L(ucius) Ma[rius Didae l(ibertus) Iucundus 
scripsi me dedisse C(aio) Sulpicio]||Fa[usto pignoris nomine triti]ci alexan[drini modium]||millia [decem et tri]a, quae sunt posita in 
[pr]aedis Do[miti]=||ae Lepidae [h]orreis Barbatianis superioribus [horreo]||XXVI, ob HS viginti millia nu[mmum, quae per 
chiro]=||graphum scripsi me ei debere [---].||Si idibus Mais primis ea HS ((I)) [((]I)), q(uae) s(upra) s(cripta) s(unt), non de[dero] 
sol[vero]||satisve fecero, tum liceat tibi id triticu[m, quo de agitur,]||sub [p]raecone de condicione pig[nor]is? quo [d(e) ag(itur) 
vendere].||[Si pluris venier]it, tu omne quod superesse[t] reddas [mihi he]=||[redive meo; si] quo minoris venierit, id ego reddam 

















た  70。また、地中海の航海に適した時期は 3月上旬から 9月上旬までであった。この時期のアレクサンド
リアとプテオリとを結ぶ航路には北からの風が吹くため、プテオリからアレクサンドリアまでは数日から
1週間でも、アレクサンドリアからプテオリへは最低でも 1箇月を要し、積み下ろしに要する日数も考慮


























読み取れるのは、単語の末尾の -asだけであることから、その単語は 5月（Maias）あるいは 6月（Iunias）でもあり得た






























型 ABL」の実現を 萎む ABL実績、金融機関は「物流金融型 ABL」の実現を : 金融機関と倉庫会社の連携による在庫管
理スキームの構築を急げ」金融財政事情69巻16号（2018年 4 月23日）30-33頁。
74　D 13.7.24.2 Ulp. 30 ad ed.: Si vendiderit quidem creditor pignus pluris quam debitum erat, nondum autem pretium ab emptore 
exegerit, an pigneraticio iudicio conveniri possit ad superfluum reddendum, an vero vel exspectare debeat, quoad emptor solvat, vel 
suscipere actiones adversus emptorem? et arbitror non esse urguendum ad solutionem creditorem, sed aut exspectare debere debitorem 
aut, si non exspectat, mandandas ei actiones adversus emptorem periculo tamen venditoris. quod si accepit iam pecuniam, superfluum 
reddit.










76　D 2.14.57pr. Florus 8 inst., D 45.1.135pr. Scaevola 5 resp., D 45.1.122pr. Scaevola 28 dig., D 12.1.40 Paulus 3 quaest., D 




2.2.　TPSulp. 45, 51, 52, 67, 68 78



























78　Geoffrey Rickman, The corn supply of anient rome, Oxford University Press, 1980, 236-238; Macqueron（註57）; Wolf（註 5）
113-116; Lintott（註57）556-558; Jones（註57）92-99; Krämer（註57）300-321; Gröschler（註57）316-319; Chevreau（註
57）; Jaschke（註44）; Verhagen（註57）; du Plessis（註57）178-179; Jakab（註57）335-338, 348-349; Klinck（註57）.
79　Chir[ograp]hum Diogne||ti C（aii） Novii Cypaeri servi co[ndu]ctionis hor||rei XII in Bassianis in quo triticum est||p[i]gnori accept
（um） a C（aio） Novio Euno.
80　C(aio) Caesare Germanico Augusto||Ti(berio) Claudio Nerone Germanico co(n)s(ulibus),||VI non(as) Iulias.||Diognetus C(aii) Novi 
Cupaeri ser(vus)||scripsi iusu Cupaeri domini||mei cora ipsum me locasse||Hesico Ti(berii) Iulii Augusti liberti||Aeueni ser(vo) horreum 
XII||in horreis Bassianis publicis Putiolano=||rum medis, in quo repositu||est triticum Alexandrini,||quod pignori accepit
　　pag. 3
　　hodie ab C(aio) Novio Euno,||item in isdem horreis||imis intercolumnia, ube||repositos habet saccos legu=||menum duecntos, 
quos||pignori accepit ab eodem||Eunum.||Ex k(alendis) Iulis in menses singutolis||sestertis singlis nummis.||Act(um) Putiolis. (S)
81　C(aii) Novii |S|　Cupaeri
　　A(uli) Mevii |S|　A(uli) f(ilii) Fal(erna) Iuli
　　Diogneti |S|　C(aii) Novii Cypaeri ser(vi)
　　C(aii) Novii |S|　Cypaeri l(iberti) Euni
　　Irenaei |S|　C(aii) Iulii Senecionis ser(vi)
　　[Dio]gneti |S|　C(aii) Novii Cypaeri ser(vi)




























Novi||Cupaeri servus scripsi iussu Cypaeri domini||mei coram ipso me locasse Hesycho||Ti(berii) Iuli Augusti l(iberti) Eueni ser(vo) 
horreum||duodecim in horreis Bassianis publicis || Putiolanorum mediis, in quo repositum||est triticum Alexandrinum, quod pignori || 
accepit hac die a C(aio) Novio Euno, item||in iisdem horreis {horreis} imis inter=||columnia, ubi repositos habet saccos [[du]] || 
leguminum duecntos, quos pignori accepit ab|| eodem Euno.|Ex k(alendis) Iulis in menses||singulos sestertiis singlis n[u]m(mis). 
Act(um) P[u]t(eolis).
83　Chirographum C(aii) Nov||ii Euni HS X mutuorum Put(eolis) XIV k(lendas) Iul(ias)||Proculo et Nigrino Co(n)s(ulibus).
84　Cn(aeo) Acceronio Proculo C(aio) Petronio Pontio Co(n)s(ulibus),||XIV k(alendas) Iulias.||C(aius) Novius Eunus scripssi me 
accepisse {ab}||mutua ab Eueno Ti(berii) Cessaris Augusti||liberto Primiano apssente per||Hessucus ser(vum) eius et debere ei 
sesterta||decem milia nummu, que ei redam||cum petiaerit, et ea sesterta decem mi=||lia, <q(uae)> s(upra) s(cripta) s(unt), p(roba) 
r(ecte) d(ari) stipulates [[ets]] est Hessucus||Eueni Ti(berii) Cessaris Augusti l(iberti) Primiani||ser(vus), spepondi ego C(aius) Novius 
Eunus;||pro quem iis sestertis decem milibus||num<<m>>u dede `ei’ pignoris ar<<ab>>onis=
　pag. 3
　　ve nomine tridici Alxadrini modium||septe milia plus minus et ciceris faris||monocopi lentis in sacis ducentis modium||quator milia 
plus minus, que ominia||possita habeo penus me in horeis Bassianis||puplicis Putolanorum, que ab omini||vi periculo meo est, [[dico]] 
fateor. (S)||(vac.)||Actum Putolis.
85　C(aii) Novii | |　Euni
　　Q(uinti) [F]alerni | |　[---]
　　C(aii) Sulpici | |　[F]austi
　　C(aii) [---] | |　[---]
　　[-] [---] | |　Helvi[---]











ヌスがコンスルの年、7月カレンダエの 4日前〔37年 6 月28日〕。
以下、同 1枚目、2頁目と 2枚目、3頁目


















86　Cn(aeo) Acceronio Proculo C(aio) Petronio Pontio Nigrino Co(n)s(ulibus),||quartum (!) kalendas Iulias.||C(aius) Novius Eunus 
scripsi me accepisse mutua ab Eueno||Ti(berii) Caesaris Augusti liberto Primiano apsente per||Hesychum servum eius et debere ei 
sestertium||decem millia nummum, que ei redam cum||petierit; et ea HS X m(illia) n(ummum), q(uae) s(upra) s(cripta) s(unt), p(roba) 
r(ecte) d(ari) stipulates est||Hesychus Eueni Ti(berii) Caesaris Augusti l(iberti) Primiani||servus, spopondi ego C(aius) Novius Eunus; / 
proque||iis sestertiis decem m[ill]ibus nummum dedi||ei pignoris arrabonisve nomine tridici Alexadrini||modium septem millia `[plu]s 
minus’ et ciceris farris monocopi||lentis in saccis duc[en]tis [mod]ium||quattuor millia p(lus) m(inus),||quae omnia reposita habeo 
penes me in horreis||Bassianis publicis Pu[teo]lanorum, quae ab omni vi||periculo meo esse fat[e]or. (vac.) Act(um) Puteolis.
87　Chirographum C(aii) No||vii Euni HS ∞∞∞ mutuor(um)||Praeter alia HSX||ob pignus tritici.
88　C(aio) Cessasare Germanico Aug(usto)||Ti(berio) Claudio Germanico co(n)s(ulibus),||VI nonas Iulias. C(aius) Novius 
Eunus||scripssi me accepisse muta ab||Hessco Eunni Ti(berii) Cessaris Augusti||l(iberti) Primiani se(vo) [[muta]] et||debere ei sestertii 
tra milia||nummu, pret(er) alia HS X n(ummum)||que alio chirographo meo||eidem debo, et ea sestertia||tra milia num(mum) 
{nummu},||q(uae) s(upra) s(cripta) s(unt), p(roba) {r(ecte)} recete dari
　　pag. 3
　　stipulatus ets Hessucus Euni||Ti(berii) Cessaris August l(iberti) Primiani||ser(vus) spepondi ego C(aius) Novius Eunus||in qua ominis 
suma dedi ei||pignoris tridigi Alxandrini modi=||um septe mila, quot est possit[um]||in horeis Bassianis puplicis Putola[nor(um)]||medis 
horeo duode[cimo], et sacos ducen[t]=||os lentis c[ice]r[is…]+issi monocopi||et faris in quibus sunt modium||quator milia, qui sunt 













2.2.4.　TPSulp. 67 (TP 17 = TPN 58) ／ 2 枚板




















89　C(aii) Novii E[uni]||A(uli) M[evii] A(uli) f(ilii)||Fal(erna) Iu[li]||Cypaeri||[------]||[C(aii) Novi Euni]
90　Ser(vio) Assinio Celere Sex(to) Nonio co(n)s(ulibus)||IV k(alendas) Septeberes.||C(aius) Novius E[u]nus scripssi me||debere H[es]
uco C(aii) Cessaris Aug(usti)||Germ[anici se]r(vo) Eueniano||sesterti[os mile] centum trigina||numm[os], quos ab eo mutuos||su[p]ssi et 
[redam] ipssi aut||C(aio) Sulpicio [Fausto], cum petiarit;||eosque sestertios mile cent(um)||
　　pag. 3
　　trigina nu[m]mos, q(ui) s(upra) s(cripti) s(unt),||proba (!) re[cte da]ri stipulatus||ets He[sucus C(aii) C]essaris Augusti||Germ[anic]i 
ser(vus) Euenianu(s)||spepodi e[go C(aius) No]vius Eunus||(S)||Actum Putolis.
91　C(aii) Nov[ii Euni]||L(ucii) Mamilii In[---]||C(aii) Nummii M[---]||Hesuchi [C(aii) Caesaris ser(vi)] ||C(aii) Novii Eu[ni]
92　[Ser(vio) Assini]o Celere Sex(to) Nonio Quinct[il(iano) co(n)s(ulibus)]||IIII k(alendas) Septemb[r]es.||[C(aius) Novius] Eunus 
scripsi me debere||[Hesycho] C(aii) Caesaris Aug(usti) German[ici]||[ser(vo) Eueniano] HS ∞ CXXX [n(ummos), qu]os ab 
e[o]||[mutuos sumpsi] et [reddam ipsi aut]||[C(aio) Sulpicio Fausto], cum||[petierit; eosque HS ∞ CXXX n(ummos), q(ui) s(upra) 




2.2.5.　TPSulp. 68 (TP 18 = TPN 59) ／ 3 枚板


























93　Cn(aeo) Domitio Afro A(ulo) Didio Gal[l]o co(n)s(ulibus)||XVII k(alendas) Oct[o]beres.||C(aius) Novius Eunus scripssi me 
debere||Hesuco C(aii) Cessaris Augusti Germanic(i)||ser(vo) Eueniano stertertios mile||ducentos quiquaginta nummos||reliquos ratione 
omini putata,||quos ab eo mutos accepi, quem||suma iuratus promissi me||aut ipssi Hesuco aut C(aio) Sulpicio||Fausto redturum 
k(alendis) Noembrib[u]s||primis per Iobe Optum<u>m M`a’xu=||mu et nume dibi Augusti et||Genium C(aii) Cessaris Augusti;||quot si 
ea die non solvero,
　　pag. 3
　　me non{t} solum peiurio tene=||ri set etiam peone nomine||in de sigulos sestertios vigienos||nummo obligatum iri et||eos HS I CCL, 
q(ui) s(upra) s(cripti) s(unt), probos recte||dari stipulatus e<s>t Hessucus C(aii)||Cessaris Augusti ser(vus) spepodi C(aius) Novi=||us 
Eunus. (S)||(vac.)||Actum in colonia Iulia||Augusta Putolis.
94　C(aii) [Novii Euni]||C(aii) Iuli Myrtili||C(aii) Marcii Diogenis||C(aii) Publilii Theodori||C(aii) Novii Euni
95　Cn(aeo) Domitio Afro A(ulo) Didio Gallo co(n)s(ulibus)||XVII k(alendas) Octobres. C(aius) N[o]vius Eunus scripsi||me debere 
Hesycho C(aii) Caesaris Augusti Germa=||nici s[e]r(vo) [Euenia]no sestertios mille ducentos||quiquaginta nummos reliquos 
ratione||omni putata, quos ab eo mutuos accepi,||quam summam iuratus promisi me a[u]t||ipsi Hesycho aut C(aio) Sulpicio Fausto 
redditu=||rum k(alendis) Novembribus primis per Iovem Optu=||mum Max(umum) et numen divi Aug(usti) et Geni=||um C(aii) 
Caesaris Augusti; quot si ea die non||solvero, me non solum peiurio teneri||sed etiam poenae nomine in dies sig(ulos)||HS XX nummos 
obligatum iri et eos HS ∞ CCL,||q(ui) s(upra) s(cripti) s(unt), p(robos) r(ecte) d(ari) stipulatus est Hesychus C(aii) Caesaris 

























が強化された、と 97。しかし、TPSulp. 46, 53, 79の事例において述べたように、この種の賃貸借契約に基づ
いて債権者が得た占有は「管理占有」とも呼ぶべきものであったことに留意する必要がある 98。













97　Krämer（註57）316-317, 319; Verhagen（註57）28, 31.
98　後述するように、Verhagen（註57）31は、債権者が得た占有は没収型の担保権の前提であった、とも述べているが、こ
の見解を支持することはできない。
99　賃料をゼロとすることはできなかったことにつき、Gai Inst. 3.142: Locatio autem et conductio similibus regulis constituitur; 



















のために付加された場合 solutionis causa adiectus、第三者が受領権を与えられた場合（例：委託事務管理










と論じている  104。これを踏まえて Camodecaは、「最高神ユピテル、神皇アウグストゥスの威光、そしてカ








　第 6に、37年の 3文書と38年以降の 2文書との間の関連についてである。多くの研究者は、これらの間
に関連があることを前提としている。例えば Jaschkeは、「彼〔ヘスクス〕から貸し付けられたそれを私〔エ





103　返済の時期については、具体的な日付が明示されている TPSulp. 68、債権者が請求した時とされている TPSulp. 51、
TPSulp. 67を除くと、スルピキウス家文書における消費貸借の記録では言及されていない。





































109　Max Kaser, Studien zum römischen Pfandrecht, Volume 16 of Antiqua, Jovene, Naples, 1982; Bert Noordraven, Die Fiduzia im 
römischen Recht, J.C. Gieben, Amsterdam, 1999, especially 231-267; Verhagen (註57); idem, The evolution of pignus in classical 
Roman law. Ius honorarium and ‘ius novum’, TR 81 (2013) 51-79.








Gröschler, Die tabellae-Urkunden aus den pompeijanischen und herkulanensischen Urkundenfunden, Berlin 1997, S. 152-155を 参
照。上述の TPSulp. 51および67にも、債権者あるいは弁済受領権限保持者「がその返還を請求した時に返還すべきである」
との記載がある。















































月と少しであり、6月下旬から 7月上旬に出発した船は 8月から 9月には帰還すると考えられるため、そこから20日間で
は、プテオリの穀物市場はまだ供給過多の状況であり、また倉庫に残された古い穀物から売っていく必要があることも
考えれば、必ずしも元本と30パーセントの利息分をカバーするのに十分な利益を得ることができたとは限らない。























会うきっかけとなったのは、2016年に九州大学の五十君麻里子先生が主催した国際シンポジウム Messages from the 
Antiquityであった。京都大学の佐々木健先生には日本ローマ法研究会で 3度の報告機会をいただき、席上では多くの先
生方からのご意見を頂戴した。担保史研究会では、民法、経済史、経営史といった他分野の先生方から貴重なコメント
をいただいた。そして特に、上智大学ローマ法研究会においては、小川浩三先生、松本尚子先生、福田誠治先生、篠森
大輔先生はじめご参加の諸先生方に常日頃からご指導いただいて来た。心から感謝申し上げたい。
筑波法政第82号（2020）
92
